
ゥ
イ
リ
ス
（
葛
旨
画
日
葛
旨
い
届
ｓ
ｌ
程
）
の
明
治
戊
辰
戦
争

傷
病
者
の
治
療
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
所

蔵
（
七
七
六
三
号
）
の
筆
者
不
明
の
「
英
国
大
一
等
之
医
師
宇
理
宇

マ
マ

私
先
生
膠
察
録
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
慶
応
四
年
九
月
二
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
の
診
療
記
録

で
あ
る
か
ら
、
ウ
イ
リ
ス
が
越
後
高
田
へ
到
着
し
た
の
が
慶
応
四
年

八
月
二
十
七
日
（
一
八
六
八
・
十
・
十
二
）
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す

る
と
、
到
着
五
日
後
か
ら
の
高
田
で
の
診
療
と
一
四
日
後
の
（
一
八

六
八
・
十
・
二
十
六
）
柏
崎
へ
の
移
動
後
の
柏
崎
大
病
院
で
の
診
療

が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
総
数
一
六
九
名
の
診
療
が
行
わ

れ
て
い
る
。

明
治
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
ウ
イ
リ
ス

の
診
療
記
録
と
そ
の
評
価

ｌ
日
本
人
医
師
に
よ
る
越
後
ロ
戦
傷
者
記
録

を
中
心
と
し
て
Ｉ

蒲
原
宏

そ
の
う
ち
切
断
術
が
九
例
ゑ
ら
れ
る
が
、
各
症
例
の
記
録
は
姓

名
、
藩
名
、
創
傷
の
部
位
、
処
置
、
処
方
を
簡
略
に
記
し
て
い
る
。

傷
病
者
の
所
属
は
、
長
州
八
三
、
薩
州
三
六
、
十
津
川
一
七
、
御
親

兵
二
四
、
高
田
八
、
松
本
一
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
診
療
録
の

記
録
者
は
長
州
藩
か
薩
摩
藩
所
属
の
医
師
の
可
能
性
が
あ
る
と
推
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
鉄
の
ス
プ
リ
ン
ト
使
用

の
記
事
も
見
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
ウ
イ
リ
ス
の
明
治
戊
辰
戦
争
戦
傷
病
者
診
療
記
録

は
、
越
後
国
蒲
原
郡
下
栗
林
村
（
現
・
新
潟
県
三
条
市
）
の
医
師
池

田
玄
斎
（
一
八
三
九
’
一
九
○
四
）
の
記
録
し
た
『
北
陸
道
大
病
院

ウ
イ
リ
ス
先
生
診
察
記
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
村
医
池
田
玄
斎
が
柏
崎

大
病
院
診
察
方
助
役
と
し
て
徴
用
さ
れ
た
時
に
記
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
㈹
『
慶
応
四
戊
辰
之
役
各
藩
傷
病
者
姓
名
録
井
二
図
』

（
四
四
丁
）
㈲
『
慶
応
四
戊
辰
之
役
各
藩
傷
病
者
姓
名
録
井
二
図
』

（
三
五
丁
）
の
二
冊
か
ら
な
り
、
前
者
に
は
慶
応
四
年
九
月
十
八
日

か
ら
の
戦
傷
者
六
三
名
、
後
者
に
は
慶
応
四
年
七
月
二
十
五
日
か
ら

発
生
し
た
戦
傷
者
七
一
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
綴
ら
れ
て

前
記
『
北
陸
道
大
病
院
ウ
イ
リ
ス
先
生
診
察
記
』
と
し
て
、
同
年
八

月
四
日
保
内
村
で
受
傷
し
た
薩
州
藩
相
良
庄
エ
門
（
十
九
歳
）
が
九
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月
十
三
日
に
上
腕
の
切
断
術
を
受
け
、
同
月
十
六
日
に
死
亡
し
た
記

事
を
筆
頭
に
五
四
例
の
記
録
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
全
記
録
と
も
人

形
図
に
受
傷
部
位
を
彩
色
記
録
を
も
っ
て
図
示
し
、
所
属
藩
名
、
姓

名
お
よ
び
、
受
傷
部
位
、
予
後
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
各
藩
兵
ば

か
り
で
な
く
、
戦
闘
の
巻
き
添
え
を
受
け
た
戦
乱
地
域
の
住
民
も
柏

崎
大
病
院
に
収
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
記
述
は
簡
略
で

あ
る
・
そ
の
内
容
は
、
薩
州
藩
一
五
、
長
州
藩
二
、
長
府
藩
一
○
。

一
般
住
民
で
は
、
筒
葉
村
五
、
長
岡
四
、
大
口
村
一
、
脇
野
町
三
、

出
雲
崎
三
、
中
之
島
村
二
の
計
五
四
例
で
あ
る
。

各
症
例
の
戦
傷
部
位
、
処
置
、
予
後
に
つ
い
て
柏
崎
大
病
院
で
の
集

計
を
行
い
、
当
時
の
野
戦
病
院
的
医
療
の
水
準
と
ウ
イ
リ
ス
の
治
療

の
具
体
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
成
績
を
報
告
し
、
シ
ッ
ド
ル
Ｑ
ｏ
い
①
吾

胃
乏
の
蜀
醗
住
巴
巨
段
Ｃ
ｌ
ら
鵲
）
の
報
告
し
た
『
日
本
陸
軍
病
院
戦

傷
者
記
録
』
と
比
較
し
た
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
池
田
玄
斎
が
勤

務
し
た
当
時
の
柏
崎
の
北
陸
道
大
病
院
の
医
師
構
成
は
次
の
よ
う
で

あ
っ
た
。

北
陸
道
大
病
院
官
医
録
（
池
田
玄
斎
に
よ
る
）

院
長
…
（
長
州
）
赤
川
玄
櫟
副
院
長
・
・
・
（
越
前
）
橋
本
彦
也
取
締

…
二
階
堂
良
選
器
械
方
：
．
竹
田
仙
安
、
朝
枝
猶
橋
書
記
官
．
：
（
水

府
）
会
沢
正
名
、
（
越
前
）
浅
野
恭
斎

右
会
議
所
役
員

東
廻
診
局
…
（
長
州
）
伊
東
生
眠
、
福
原
謙
吉
、
山
根
香
中
、
鴻

善
真
平
、
原
田
英
伯
、
村
田
謙
二
、
岸
攪
補
、
田
中
杏
平
、
岡
本
秀

二
、
（
高
田
）
坂
本
文
彦

西
廻
診
局
…
（
士
州
）
溝
口
辰
吾
、
島
田
洞
惠
、
岡
村
丼
樹
、
生

駒
衿
一
郎
、
（
土
州
助
役
）
海
津
裕
琢
、
池
田
玄
斎
、
（
薩
州
）
南
仲

庵
、
川
添
登
理
、
栗
崎
道
意
、
新
宮
拙
造
、
丸
田
杏
平
、
（
加
州
）

明
春
丈
、
藤
田
春
堂
、
細
村
良
貞
、
音
渡
愛
鶴
、
小
坂
大
安
、
（
芸

州
）
松
井
良
逸
、
（
松
代
）
原
桂
仙
、
阿
藤
隆
岱
、
倉
田
高
順
、
吉

田
一
安
、
（
上
田
）
香
山
杏
林
、
（
松
本
）
小
松
齢
司
、
（
越
前
）
三

碕
宗
玄

薬
局
：
．
（
高
田
）
上
野
貞
斎
、
（
長
州
）
村
田
文
庵
、
（
尾
州
）
石

川
良
三

調
合
局
．
．
．
（
長
州
）
三
浦
文
作
、
品
川
淳
輔
、
三
好
三
省
、
重
村

垣
哉
、
豊
田
郁
二
、
大
滝
茂
峯
、
（
新
発
田
）
坂
上
昌
哲
、
（
越
前
）

小
林
玄
造
、
（
高
田
）
大
森
隆
石
、
（
高
崎
）
吉
田
道
生
、
（
柏
浦
）

渡
辺
貞
順
、
（
佐
州
）
高
津
善
長

先
鋒
病
院
…
（
御
親
兵
医
官
）
溝
口
順
益
、
高
橋
陸
郎
、
（
高
田
）
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鈴
木
清
斎
、
宮
川
道
生
、
神
岡
玄
良
、
藤
林
良
文
、
伊
那
玄
伯
、
茅

野
潤
民
、
江
坂
文
貞
、
士
領
養
安
、
鰐
石
栄
宅
、
松
永
頼
石
、
松
永

峰
太
郎
、
竹
田
浩
哉
、
（
新
発
田
）
稲
垣
周
栄
、
（
柏
浦
）
海
津
祐

（
千
）

琢
、
桜
井
東
一
郎
、
（
小
地
谷
）
木
村
東
眠
、
（
関
原
）
木
村
謙
斎

こ
の
記
録
に
は
な
い
そ
の
他
の
柏
崎
北
陸
道
大
病
院
勤
務
を
加
え

る
と
、
柏
崎
町
聞
光
寺
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
軍
陣
医
療
に
動
員

さ
れ
た
要
員
は
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
池
田
玄
斎

が
記
録
し
た
患
者
だ
け
で
も
計
一
八
六
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ

の
病
院
で
の
診
療
症
例
も
ま
た
膨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
。
現
存
し
て
い
る
当
時
の
診
療
録
を
資
料
と
し
て
、
当
時
の

医
療
の
実
際
を
軍
陣
外
科
学
的
な
視
野
か
ら
具
体
的
な
症
例
検
討
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。
戦
乱
の
あ
っ
た
越
後
地
方
の
在
野

医
師
が
詳
細
に
記
録
し
た
新
発
掘
の
『
北
陸
道
大
病
院
ウ
イ
リ
ス
先

生
診
察
記
』
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
幕
末
明
治
初
期
の
ウ
イ
リ
ス
の

医
療
活
動
を
再
評
価
し
て
み
た
い
。

（
新
潟
医
学
洋
学
史
研
究
所
）

問
題
点

古
代
末
期
以
来
の
京
都
政
権
の
形
骸
化
と
中
世
初
頭
の
鎌
倉
幕
府

の
成
立
と
は
、
典
薬
寮
・
施
薬
院
な
ど
に
本
拠
を
置
い
て
い
た
官
医

の
多
く
を
、
鎌
倉
に
下
向
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
中
央
の
先
進
医
学
を
地
方
に
伝
播
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

本
小
論
は
、
官
医
の
鎌
倉
下
向
に
対
す
る
幕
府
の
対
応
態
度
と
、

こ
れ
に
よ
る
官
医
の
鎌
倉
に
お
け
る
存
在
形
態
と
の
解
明
を
図
っ
た

も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
鎌
倉
幕
府
政
治
の
三
区
分
に
従
っ
て
、
主
要

な
史
料
の
概
要
を
列
記
し
、
そ
の
評
価
、
解
釈
な
ど
は
学
会
の
席
上

で
述
べ
た
い
と
思
う
。

鎌
倉
幕
府
の
京
下
官
医
受
容
形
態
の
考
察

将
軍
独
裁
制
期

こ
の
時
期
に
お
け
る
幕
府
と
官
医
と
の
交
渉
は
三
例
あ
る
（
「
吾

奥
富
敬
之
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